
 

令和４年３月定例会  滑川市教育委員会会議録 

 

１ 開 催 日 時  令和４年３月22日(月) 午後３時30分～ 

２ 開 催 場 所  東別館３階 中会議室 

３ 委員の定数  ５名 

４ 委員の現在数    ５名 

５ 出席委員等氏名    石原大三 山本なつみ 金谷潤子 道音博昭 伊東眞 

６ 欠席委員等氏名    なし 

７ 説明のため出    事務局長(兼スポーツ課長)  上田 博之 

席した者の職  学 務 課 長       椎名 千里 

氏名      生涯学習課長       地崎 紀子 

      子ども課長       落合 真理子 

      学務課主幹        永田 光司 

      学務課総務係主任     荒田 雄一郎 

８ 会議に付した事項 

日程第１ 前回会議録の承認について 

 

日程第２ 教育長の報告 

 

日程第３ 検討事項 

           ・令和４年度教育委員会重点施策(案)について 

           ・土曜授業について 

 

日程第４ 報告事項 

    ・市議会３月定例会の質問事項等について 

           ・指定学校変更、区域外就学について 

           ・令和４年度 小・中学校入学式について 

 

日程第５ その他 

                ・教育・保育施設の利用定員について 

 

 

９ 会議の要旨 

伊東教育長 

 

 

 

 

 

それでは、ただいまから３月定例会を開会する。 

では日程第１ 前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、

これについてご意見、ご質疑等はないか。 

 

（なし） 

 



 

伊東教育長 

 

 

 

 

伊東教育長 

 

 

 

伊東教育長 

 

椎名課長 

地崎課長 

上田局長 

落合課長 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

伊東教育長 

 

椎名課長 

 

山本委員 

 

 

椎名課長 

 

 

 

伊東教育長 

 

 

石原委員 

では、前回会議録は承認されたものとする。 

続いて、日程第２ 教育長の報告ということで、私から説明する。 

 

（業務経過等について 資料に基づき報告） 

 

ただいまの報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（質疑なし） 

 

では、日程第３ 検討事項について説明願う。 

 

 

（令和４年度教育委員会重点施策(案)について説明） 

 

 

 

令和４年度教育委員会重点施策(案)について、３月31日までにご意見を伺うこ

とでよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

では、次の検討事項の説明願う。 

 

（土曜授業について説明） 

 

小中校長会を開催されたが、そこで各校長からどのような意見が出たか伺いた

い。 

 

教員の働き方改革の面において、土曜の勤務の振替を夏休みに取得することに

しているが、年次休暇の消化できていない日を先にとるという状態であったの

で、働き方改革につながるのではないかという意見はあった。 

 

中学校長会の資料のとおり、土曜授業によって教育課程に余裕が出たり、学力

が向上したり、その反面、欠席者が多かったという、両面があった。 

 

今まで、土曜授業の効果はあると言ってきた。そのように土曜授業も育ってく



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

 

 

伊東教育長 

 

 

石原委員 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

伊東教育長 

 

 

ると思っていた。それが、３月議会答弁において、土曜授業を廃止することで

改善されるという答弁になっている。８年間において、新しい市長にこういう

効果があったと言わないといけない。首長が教育行政の意見をされるのは良い

が、教育委員会は、独立する行政機関であって、よく話し合って手順を踏んで

いただきたい。滑川市の教育委員会の重点施策を話し合い、何度も何度も話し

合い、滑川市教育委員会の事務の点検及び評価結果報告書を作っている。予算

化に努めることを繰り返している。この繰り返しでプラン・ドゥ・チェック・

アクションをしてきた。市長が議会の提案理由で土曜授業について廃止を示さ

れているが、そうではなく総合教育会議で図られるとしなければならない。 

土曜授業以外に、新幹線も楽しみにしている子もいた。唐突になされると犠牲

になるのは、子どもたちである。 

 

先に開催された総合教育会議で、教育委員会制度を説明できたと思うが。 

 

土曜授業に関して、成果もあり、課題もあった。議会を通じて、教育委員会制

度の手続きは理解していただいたと思っている。総合教育会議と関連し、本日

の定例教育委員会を経ないと保護者にも案内できないと伝えてきた。大事なの

は、各学校でどう考えるかであり、小中校長会で協議され、具体的に詰めてい

きたい。小中学校で学力が向上しており、いろいろ意見課題があると思うが、

別の形でその方向性を担うこととしたい。 

 

他になければ、日程第４ 報告事項 市議会３月定例会の質問事項等につい

て、事前に配布済みのため、説明を省き、質問を頂きたい。 

 

教育委員会制度の答弁では、「今後、よく話し合い、合議して、手順を踏んで

進めてほしい。教育委員会は、法律で首長から独立した地位・権限を有する行

政委員会」と答弁すべきであった。 

もうひとつは、今後、コミュニティスクール（学校運営協議会制度）がはじま

るのであれば土曜授業の活用もあったのではないか。総合教育会議で述べたこ

とを回答していただきたかった。 

 

有機野菜と学校給食の質問について改めて伺いたい。 

 

農薬を多く使用することが子供たちへの負荷もあるという議論もある。安全安

心な観点からも、検討を進めたい。学校給食は保護者負担のため、有機野菜の

単価も高く生産者支援としての農業政策を含め関係課と共有し進めていきた



 

 

 

山本委員 

 

伊東教育長 

 

 

 

金谷委員 

 

 

 

金谷委員 

 

 

永田主幹 

 

 

 

 

 

 

金谷委員 

 

金谷委員 

 

地崎課長 

 

 

金谷委員 

 

落合課長 

 

 

 

 

い。 

 

医療ケア児について、どのような質問なのか。 

 

障害がなく特別支援学校等の就学認定がなされない場合、学校で、どのような

対応を取った方がいいのか、という質問であった。痰の吸引などの医療的なケ

アができる方を常駐させることが必要となる。 

 

看護師だけでなく、理学療法士、作業療法士、介護福祉士、養護教諭も講習を

受ければでき、教員も資格を取れるというシステムもある。出来る力を学校現

場でも活用されたい。 

 

コロナ感染症に係わる抗原検査をする及び判定結果の判断は養護教諭がするの

か。 

 

市で購入したものは、鼻から採取するタイプのもので、基本的にあらかじめ検

査に関する研修を受けた教職員の管理下で、教職員本人が検査を行う場合に使

用できる。結果は１５分で出る。購入した時期として、供給量が不足していた

時期で、教員が濃厚接触者になった場合、本来なら７日間の待機だが、検査の

結果陰性の場合は５日間にするという目的にのみ使うということであるが、供

給量が安定してきた際は、児童生徒にも実施できるとも伺っている。 

 

抗原検査は、手軽で良いが不確実であるため判断が難しい。 

 

成人式について、現時点でどこまで名称を案内できるのか。 

 

成人式について、今のところ二十歳を対象にするが、「二十歳の集い」は仮称 

としている。 

 

放課後児童クラブでの支援員は、どのような資格制度か。 

 

支援員の資格は、基礎資格がある。保育士等の免許を持っていなくても、学童

の働いた実績が２年間あれば研修を受ける資格がある。放課後児童に係わる５

日間程の講習を受けて修了するというシステムになっている。年齢制限はな

い。 

 



 

道音委員 

 

地崎課長 

 

道音委員 

 

 

上田局長 

 

 

 

椎名課長 

 

 

 

伊東教育長 

 

 

 

道音委員 

 

椎名課長 

 

 

石原委員 

 

 

 

 

 

伊東教育長 

 

椎名課長 

 

山本委員 

 

仮称である二十歳の集いについて早めに案内願いたい。 

 

４月中には二十歳を対象とすることと、開催時間を確定したいと思う。 

 

スポーツエキスパート、部活動指導員、そして新たに地域指導員という用語が

でてきたがその違いは。各々何名か。 

 

スポーツエキスパートは、技術指導、部活指導員は教員に代わって引率もでき

る。地域指導員は、休日部活動を進めていく中で、スポーツエキスパートと部

活動指導員の中から、地域指導員になっていただいている現状である。 

 

令和３年度のスポーツエキスパートは１１名、部活指導員は３名、令和４年目

は、スポーツエキスパートは９名、部活指導員は５名、地域指導員は２名を予

定している。 

 

地域指導は、部活動を支援するのではなく、地域指導者が指導する元に子供た

ちが行くというもの。しかし、もともとは部活動のため、教育的な側面があ

り、学校との信頼関係がある方が担うことになる。 

 

吹奏楽部の楽器は、予算はつくのか。 

 

平成30年度に大きな予算で楽器を購入しており、他の部活動の中の一つであ

り、まずは楽器の状況を把握することを調査するよう学校に伝えた。 

 

小学校の統廃合について。基本的には滑川市は統廃合はしないという方針であ

った。歩ける範囲の小学校がいいと思うが。今回の答弁で「学校適正規模等に

ついて考慮すると今後、検討しないといけない時期がくるものと思われる。」

としている。検討する時期が来るのであれば検討するのであるが、事は慎重に

話し合って、手順を踏んで検討していただきたい。 

 

他になければ、では、次の報告を説明願う。 

 

（指定学校変更、区域外就学について説明） 

           

以前、田んぼであった場所に分譲住宅が出来る等の場合、校区の区域はしっか

り決めておかないといけないのか。 



 

 

伊東教育長 

 

 

伊東教育長 

 

荒田主任 

 

伊東教育長 

 

 

落合課長 

 

伊東教育長 

 

荒田主任 

 

伊東教育長 

 

 

滑川市小中学校通学区域審議会を開き、地域の中で問題がないとなれば、教育

委員会に話があがってくる。まず、地域間で了解してもらわないといけない。 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

（令和４年度 小・中学校入学式について説明） 

 

入学式の委員の出席について調整いただいた。 

では、日程第５ その他について説明願う。 

 

（教育・保育施設の利用定員について説明） 

                 

最後に４月の行事予定について説明願う。 

 

（４月行事予定について説明） 

 

（次回の定例会の開催を４月25日（月）午後３時30分に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会３月定例会を閉会する。

（午後6時00分終了） 

 


